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大河津分水通水100周年記念事業ロゴ作成に向けて
長岡造形大学の学生が大河津分水路を現場見学
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2022年（令和4年）、大河津分水は、通水から100周年を迎えます。
15年の歳月と、延べ1,000万人の人手を費やして、通水したのが大正

11年(1922年)のことです。それ以来100年間にわたって、越後平野の治
水の要として、地域発展の礎となった大河津分水を今一度広く認識して
いただく為、100周年に向けた様々な事業展開を今後、進めて行く予定
としています。
その際の冠として、記念事業共通ロゴデザインを信濃川のほとりでデ

ザインを学ばれている「長岡造形大学」の皆さんと共に作成することと
しました。
つきましては、ロゴデザインの作成イメージを膨らませるため、造形

大学の学生を招いた「大河津分水路」の現場見学会を開催します。

・日 時 令和元年９月２０日（金）

・見学会行程 別紙の通り

【問い合わせ先】



大河津分水 現場見学会

見学行程

13:00 長岡造形大学出発
（バス移動）

13:40～14:40 信濃川大河津資料館

14:40～15:30 堰、石碑、堰の操作室等
（バス移動）

15:50～16:30 にとこ工事みえ～る館
分水路改修工事現場

(バス移動)

17:10 長岡造形大学着

信濃川大河津資料館

洗堰補修工事竣功記念碑

可動堰

第二床固（河口） にとこ工事みえ～る館

別 紙


